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浄
土
寺
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「弘
法
大
師
絵
伝
」
考

1
絵

巻
か
ら
掛
幅

へ

第
七
幅
と
第
八
幅

の
場
合
1

*

塩

出

貴

美

子

要

高

僧

の
伝
記

や
社
寺
縁
起
を

主
題
と
し
た

絵
画
作

品
は
、
絵
巻
と
掛
幅

の
二
形
式
に

ほ
ぼ
大
別
さ
れ
る
。
そ

の
中

に
は
絵

巻

の
図
様
を
転
用

し
て
掛
幅

に
仕

立
て
た
も

の
や
、

逆
に
掛
幅

の
図
様
を
絵
巻

に
転

用
し
た
も

の
も

見
ら
れ
る
。
本
稿

で
取
り
上
げ

る
浄
土

寺
藏

「
弘
法

大
師
絵
伝
」

(
以

下
、
浄

土
寺
本

)
ま
、

そ

の
前
者

の
例

で
あ
る
。

筆
者

は
以
前
、
数
点

の
絵
巻
作

品
と

対
照
し
な
が

ら
、
そ

の
入
幅
全
体

に
わ
た

る
場

面
比
定

を

行

っ
た
が
、
本
稿

で
は

、
そ

の
う

ち

の
第

七
幅
と

第
八
幅

に
注
目
す

る
。
実

は
、
こ

の
二
幅
は
合
わ
さ

っ
て

一
つ
の
大
画
面
を
形
成

し
て
お
り
、
そ
こ

に
描
か

れ
て

い
る

の

は
東
寺
藏

「
弘
法

大
師
行

状
絵
詞
」

(
以
下

、
東
寺
本

)
の
第
十

二
巻
第

一
段

お
よ
び

第

二
段
か
ら
転
用
し
た
図
様

で
あ

る
。
そ

こ
で
両
者

の
関
係
を
よ
り
詳
し
く
検

討
す
る

た
め
、
今
回
は
>
O
o
げ
o
の
穿

9
0
。。ゴ
o
噂
9
0
を
用

い
て
、
東
寺
本
か
ら
浄
土
寺
本

の
画
面

を

合
成

す
る

こ
と
を
試

み
た
。

そ

の
結
果
、

二
幅

と
も
予
想
以
上

に
ほ
ぼ
完

全
に
対
応

す

る
画
面
を
作
成
す
る

こ
と

が
で
き

た
。
本
稿

は
、
今
後

の
浄
土
寺
本
研
究

の

一
助
と

し
て
、
そ
の
合
成

の
過
程
を
記
録
す
る
も

の
で
あ

る
。

浄
土
寺
蔵

「
弘
法
大
師
絵
伝
」
に
つ
い
て

広
島
県
尾
道
市
に
あ
る
浄
土
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗

の
古
刹
で
あ
り
、
国
宝
や
重
文
を
含
む
数
多
く
の
文
化
財
を
伝
存
す
る
。
本
稿
で

取
り
上
げ
る

「弘
法
大
師
絵
伝
」
入
幅
は
、
こ
の
浄
土
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
図
は
、
昭
和
三
十
年

(
一
九
五
五
)
に
広
島
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
室
町
時
代
の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
製
作
の
事
情
や

伝
来
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、
手
慣
れ
た
筆
致
に
よ
る
的
確
な
描
写
や
、
大
画

面
上
で
の
整
然
と
し
た
場
面
構
成
な
ど
は
、
本
図
が
室
町
時
代
の
大
画
面
説
話
画

の
優
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
浄
土
寺
本
に
つ
い
て
は
、
絵
解
き
研
究
の
立
場
か
ら
掛
幅
本
弘
法
大
師
絵

伝
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
渡
辺
昭
五
氏
が
、
入
幅
全
体
に
わ
た
る
場
面
比
定
を
行

(注
↓

(注
2
)

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
い
く

つ
か
の
誤
り
が
あ

っ
た
。
実
は
、
浄
土

寺
本
は
先
行
す
る
複
数
の

「弘
法
大
師
伝
絵
巻
」
か
ら
図
様
を
取
り
入
れ
、
そ
れ

を
掛
幅
と
い
う
大
画
面
上
で
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の

点
に
注
目
し
、
先
行
す
る
絵
巻
諸
本
と
対
照
し
な
が
ら
、
改
め
て
全
入
幅
の
場
面
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(注
3
)

比
定
を
行

っ
た
。
た
だ
し
枚
数
制
限
も

あ
り
、
そ
こ
で
は
各
事
蹟

の
場
面
内
容
を

略
述
し
た
後
、
比
定
の
根
拠
と
し
て
、
絵
巻
諸
本
の
中
か
ら
、
こ
れ
と
最
も
近
い

図
様
を
も

つ
作
品
を
呈
示
し
た
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
第
七
幅

と
第
八
幅
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
詳

し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

さ
て
、
第
七
幅
と
第
八
幅
に

つ
い
て
は
、
前
稿
の
な
か
で
次

の
よ
う
な
指
摘
を

し
た

(図
10
1

1

・
2
参
照
)
。

「
こ
の
二
幅
は
左
右
に
連
な
る

一
大
画
面
を
な
し
て
お
り
、
.そ
の
全
面
に
白
河
院

の
高
野
臨
幸
が
展
開
す
る
。
画
面
は
霞
で
上
下
四
段
に
区
分
さ
れ
、
下
か
ら

一
段

ご
と
に
右
か
ら
左

へ
と
進
行
す
る
。
図
様
は
東
寺
本
か
ら
の
転
用
で
あ
り
、
下
か

ら

一
段
目
の
全
体
と
二
段
目
の
第
七
幅
分
ま
で
が
第
十
二
巻
第

一
段
、
他
は
同
第

二
段
に
基
づ
く
。
例
え
ば
、
下
か
ら

一
段
目
の
集
団
は
東
寺
本
第
十
二
巻

の
第
十

紙
か
ら
第
二
十
紙
に
か
け
て
展
開
す

る
行
列
を
適
宜
省
略
し
な
が
ら
圧
縮
し
た
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
二
幅
を
合
わ
せ
る
と
い
う
異
常
な
大
画
面
を
作

り
な
が
ら
、
実
際
に
は
本
来
横
長
の
絵
巻
画
面
を
下
か
ら
上

へ
と
積
み
重
ね
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
大
師
伝
絵
巻
に
依
拠
し
た
浄
土
寺
本
の
、

大
画
面
構
成
に
お
け
る
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
二
幅
の
画
面
は

一
枚

の
絵
を
二

つ
に
割

っ
た
よ
う
な
完

全
さ
で
連
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

一
段
目
で
は
地
面
の
高
さ
が
ず
れ
て
い

る
し
、
二
段
目
以
降
に
つ
い
て
も
図
様
は
連
続
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
二

幅
が

「左
右
に
連
な
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
図
様
が
東
寺
蔵

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
か
ら
の
転
用

で
あ
り
、
そ
こ
で
の
展
開
順
序
が
浄
土
寺

本
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
浄
土
寺
本
の
第

一
幅
か
ら
第
六
幅
ま

で
は
、

数
種

の

「弘
法
大
師
伝
絵
巻
」
か
ら
図
様
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
第
七
幅

と
第
八
幅

の
あ
り
方
が
例
外
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

絵
巻
と
掛
幅
の
関
係
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
れ
は
非
常
に
好
都
合
な
作
例
で
あ
る

と
も
言
え
る
。
先
走

っ
て
言
え
ば
、
前
稿
で
は
浄
土
寺
本
の
構
成
を

「大
画
面
構

成
に
お
け
る
限
界
が
あ
る
」
と
や
や
批
判
的
に
捉
え
た
が
、
今
は
決
し
て
そ
う
で

は
な

い
と
考
え
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
同
じ
内
容
を
描

い
て
い
る
絵
巻
と
掛
幅
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
筆
者
は
、
ま
ず
両
者
の
画
面
の
詳
細
な
比
較
を
し
た

い
と
考
え
た
。
そ
こ

で
、
原
画
と
な
る
東
寺
本

の
図
様
を
浄
土
寺
本
に
当
て
は
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
の
図
様
が
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
こ
れ
を
言
葉
よ
り
も

「絵
」
で
示
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
東
寺
本
の
図
様
に
よ
る
浄
土
寺
本

の
合
成
を

試
み
る
。
本
稿
は
、
そ
の
作
成
記
録
で
あ
る
。

な
お
、
前
稿
に
掲
載
し
た
図
版
は
、
第
七
幅
を
向
か

っ
て
右
に
、
第
八
幅
を
左

に
す
べ
き
と
こ
ろ
を
手
違
い
で
逆
に
し
て
し
ま

っ
た
。
本
稿
の
図
10
1

1

・
2
に

正
し

い
も

の
を
掲
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
も

っ
て
前
稿
の
訂
正
と
し
た
い
。

一
一

合
成
図
の
作
成
手
順

本
稿
で
は
、
〉
α
o
σ
o
の
写

o
δ
。。7
0
唱
9
0
を
用
い
て
、
東
寺
本
第
十
二
巻
第

一
段

お
よ
び
第
二
段

の
図
様
か
ら
浄
土
寺
本
第
七
幅
お
よ
び
第
八
幅
の
画
面
を
合
成
し

た
。
作
成
し
た
合
成
図
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

1
第
七
幅
全
図

図
3
1
2
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∬
第
八
幅
全
図

皿
第
七
幅

一
段
目
右
部
分

押
第
七
幅
二
段
目
右
下
部
分

V
第
七
幅
二
段
目
右
上
部
分

W
第
七
幅
二
段
目
左
部
分

孤
第
七
幅
四
段
目
右
部
分

皿
第
七
幅
四
段
目
左
上
隅
部
分

図
版
掲
載
に
あ
た

っ
て
は
、

版

(合
成
図
と
同
寸
の
も
の
)

に
枝
番
号
の
2
を
割
り
振

っ
た
。

し
た
。
な
お
浄
土
寺
本

の
図
版
は
、

ジ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
が
、

で
あ
る
。

段
、

図

4
1

2

図

5
.

図

11
1

2

図

1
1

2

図

2
1

2

図

9
-

2

図

8
1

2

図
5
以
外
は
同

一
番
号
を
付
し
た
浄
土
寺
本
の
図

と
並

べ
、
浄
土
寺
本
に
枝
番
号
の
ー
を
、
合
成
図

図

5
は
頁
割
り

の
都
合
に
よ
り
合
成
図
の
み
と

図

3
1
1
お
よ
び
図
4
-

1
の
全
図
に
は
ポ

そ
の
他
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
ス
キ
ャ
ン
画
像

ま
た
合
成
の
基
と
し
た
東
寺
本
に
つ
い
て
は
、
図
6
に
第
十
二
巻
第

一

図
7
に
同
第
二
段
の
全
図
を
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
も
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の

ス
キ
ャ
ン
画
像
を
繋
い
だ
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
合
成
図
の
作
成
手
順
は
次

の
三
段
階
か
ら
な
る
。
第

一
段
階
は
、
東
寺

本
か
ら
必
要
な
図
様

(以
下
、
パ
ー
ツ
と
称
す
る
)
を
選
択
す
る
。
第
二
段
階
は
、

右
の
パ
ー
ツ
を
含
む
東
寺
本
の
画
面
と
合
成

の
際
に
下
敷
き
と
し
て
利
用
す
る
浄

土
寺
本
の
全
図
を
パ
ソ
コ
ン
上
に
画
像
と
し
て
読
み
込
む

(実
際
に
は
東
寺
本
も

全
図
を
読
み
込
ん
だ
)
。
第
三
段
階
は
、
東
寺
本
の
画
像
か
ら
パ
ー
ツ
ご
と
に
レ

イ
ヤ
ー
を
作
成
し
、
浄
土
寺
本
の
画
像

の
上
に
重
ね
る
、

つ
ま
り
合
成
作
業
そ
の

も
の
を
行
う
。

第

一
段
階
の
結
果
は
図
6

・
7
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
浄
土
寺
本
第

七
幅

一
段
目
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
牛
車
の

一
行
に
対
し
て
は
、
東
寺
本
の
第

β
紙
後
半
か
ら
第
14
紙
前
半
に
か
か
る
部
分
の
図
様
が
必
要
で
あ
る

(図
6

・
7

の
下
辺
に
付
し
た
数
字
は
第
十
二
巻
の
料
紙
番
号
)。
浄
土
寺
本
と
東
寺
本
を
見

比
べ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
図
様
を
選
択
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
総
計
九
十
四
の

パ
ー
ツ
が
選
び
出
さ
れ
た
。
図
6

・
7
の
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
そ
れ
で
あ
り
、
数

字
は
巻
頭
か
ら
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
た
だ
し
浄
土
寺
本
と

の
対
応
を
考
慮
し
、

多
少
前
後
さ
せ
た
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
数
字
は
完
成
し
た
合
成
図
お
よ
び

原
画
で
あ
る
浄
土
寺
本
の
図
版
に
も
記
入
し
、
適
宜
対
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

第
二
段
階
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
全
図
の
場

合
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
部
分
図
の
手
順
も
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
①
と
④
で
の

数
値
が
各
々
の
場
合
に
応
じ
て
異
な
る
。

①
画
像
読
み
込
み

原
板
に
は
三
十
五
ミ
リ
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。
浄

土
寺
本
は
各
幅
ご
と
に
全
図
を
撮
影
し
た
も
の
、
東
寺
本
は
第

一
段
を
二
十
カ
ッ

ト
、
第
二
段
を
十
カ

ッ
ト
に
分
割
し
て
撮
影
し
た
も
の
を
用
意
し
た
。

フ
ィ
ル
ム

ス
キ

ャ
ナ
は
O
き
o
ロ
の
O
目
o
。。o
僧
昌
ざ
O
聞
を
使
用
し
、
男
7
9
0
。。げ
昌
9
0
の
フ
ァ
イ

ル

・
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
読
み
込

み
を
実
行
し
た
。
画
像
解
像
度
は
浄
土
寺
本
を

N
謁
O昏
且
、
東
寺
本
を
お
OO
α
且
に
設
定
し
た
。

②
色
調
補
正

読
み
込
み
画
像
に
対
し
、
イ
メ
ー
ジ

・
メ
ニ
ュ
ー
の
色
調
補
正

か
ら
自
動
レ
ベ
ル
調
整
を
実
行
し
た
。
色
調
補
正
は
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る

が
、
実
は
筆
者
は
画
像
処
理

ソ
フ
ト
を
扱
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
こ
れ

以
上
の
補
正
は
実
行
困
難
で
あ

っ
た
。
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表1画 像解像度データと縮小率

浄土寺本第7幅 浄土寺本第8幅 東 寺 本

ピ ク セル 寸 法

幅(pb【el)

高 さ(pixe1>

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

1'

3328

2285

3$51

1'1

3362

2285

3676

一

$00

一

797

ドキュメントサイズ

幅(㎝)

高 さ(cm)

解像度 くdpi)

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

1.95

3.11

2720

12.9Q

20.61

450

1.95

3.14

2720

x2.sO

20.75

450

一

1.49

1360

一

4.50

450

実 寸

幅(cm>

高 さ(cm)

96.50

154.1

96.1②

154.7

一

33.72Q

縮 小 率(①/②) 13.37% 13.42% 13.35%

・縮小率は、実寸に対する変更後 ドキュメントサイズの比率。

③
モ
ー
ド
変
換

読
み
込
み
画
像
は
R

G
B
モ
ー
ド
で
あ
る

の
で
、
印
刷
用
に
C

Y
M
K
モ
ー
ド
に
変

換
し
た

(白
黒
図
版

の
場
合
は
、
最
終
段

階
で
グ
レ
ー
ス
ケ
ー

ル
モ
ー
ド
に
変
換
し

た
)
。

④
ド
キ

ュ
メ
ン
ト

サ
イ
ズ
と
画
像
解
像

度
の
変
更

(表

1
参

照
)

読
み
込
み
画

像
は
周
囲
に
不
要
な

部
分
を
残
し
た
ま
ま

な
の
で
、
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
の
切
り
抜
き

ツ
ー
ル
を

用

い
て
、

こ
れ
を

カ

ツ
ト

し

た
。
次
に
、
イ
メ
ー

ジ

・
メ
ニ
ュ
ー
の
画

像
解
像
度
を
開
き
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ズ

(画
像
の
大
き
さ
、
「幅
」
と

「高

さ
」
で
表
す
)
を
掲
載
図
版
の
大
き
さ
に
変
更
し
た
。
東
寺
本
は
絵
巻
形
式
で
あ

る
の
で

「高
さ
」
を
基
準
と
し
、
読
み
込
み
時
の

一
・
四
九
セ
ン
チ
を
四

・
五
セ

ン
チ
に
拡
大
し
た
。
こ
の
数
値
は

一
頁
を
四
段
で
構
成
す
る
の
に
適
切
な
数
字
と

し
て
割
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
像
解
像
度
は
、
ピ
ク
セ
ル
寸
法
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
い
数
値
を
割
り
出
し
、
島
O昏
且
に
変
更
し
た
。
浄
土
寺
本
は
二
幅
と
も

読
み
込
み
時

の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ズ

の
幅
が

一
・
九
五
セ
ン
チ
で
あ

っ
た
の

で
、
こ
れ
を
十
二

・
九
セ
ン
チ
に
拡
大
し
た
。
実
寸
で
は
第
七
幅
の
方
が
四
ミ
リ

ほ
ど
広
い
が
、
こ
れ
は
掲
載
図
版
上
で
は
O

・
五
ミ
リ
程
度
で
あ
る
の
で
無
視
し

た
。
な
お
基
準
を

「
高
さ
」
で
は
な
く

「幅
」
に
し
た
の
は
、
浄
土
寺
本
の
画
面

の
上
辺
お
よ
び
下
辺
に
は
経
年
に
よ
る
歪
み
が
生
じ
て
お
り
、
測
定
場
所
に
よ
る

誤
差
が
生
じ
や
す

い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
画
像
解
像
度
は
、
ピ
ク
セ
ル
寸

法
が
変
更
前
よ
り
も
約

一
割
大
き
く
な
る
が
、
東
寺
本
と
同
じ
島
O畠
嘗
に
変
更
し

た
。さ

て
、
こ
こ
で
表
1
の
縮
小
率
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
変
更
後
の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ズ

(す
な
わ
ち
掲
載
図
版
の
大
き
さ
)
が
実
寸
に
対
し
て
何
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
か
を
示
す
数
値
で
あ
る
。
三
つ
の
数
字
を
比
べ
る
と
、
そ
の
差
は

最
大
で
も
○

・
〇
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
浄
土
寺
本
の
実
際
の
画
面
上
に

置
き
換
え
て
も
、
こ
れ
は
横
幅
に
対
し
で
0

・
七
ミ
リ
弱

の
差
で
し
か
な
い
か
ら
、

無
視
し
て
も
差
し
支
え
の
な
い
数
値
で
あ
る
。
つ
ま
り
変
更
後

の
浄
土
寺
本
と
東

寺
本
の
画
像

(す
な
わ
ち
図
3
1
1

・
4
-
1

・
6

・
7
)
は
、
い
ず
れ
も
実
際

の
画
面
を
約
十
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
小
し
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ



塩出 浄土寺藏 「弘法大師絵伝」考75

る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら

の
画
像

(図
版
)
上
で
の
事
物

の
大
き
さ
は
、
比
率

的
に
は
実
際
の
画
面
上
と
同
じ
関
係
を

保
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
浄
土
寺
本

の
画
像
解
像
度
を
、
ピ
ク
セ
ル
寸
法
を
無
視
し
て
東
寺
本
と
同
じ
に
し
た
の
は
、

こ
の
関
係
を
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
に
反
映
さ
せ
、
第
三
段
階
の
合
成
作
業
に
利
用

す
る
た
め
で
あ
る
。

次
は
、
合
成
の
第
三
段
階
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
背
景
の
設
定

「背
景
」
と
は
、
℃
置
2
0
。。7
0
噂
で
画
像
を
作
成
す
る
際
、

一

番
下
に
置
か
れ
る
基
本
画
像

の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
合
成
の
た
め
の
下
敷

き
と
し
て
利
用
す
る
浄
土
寺
本
の
画
像
を
背
景
に
設
定
し
た
。

②
レ
イ
ヤ
ー
の
作
成
と
配
置

「
レ
イ
ヤ
ー
」
と
は
、
複
数
の
画
像
を
重
ね
合

わ
せ
て
新
た
な
画
像
を
作
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の
で
、

一
枚
ず

つ
は
個
々
の
画

像
が
入

っ
た
透
明
フ
イ
ル
ム
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
手
順

で
東
寺
本
の
画
像
か
ら
レ
イ
ヤ
ー
を
作
成
し
、
背
景

(浄
土
寺
本
の
画
像
)
の
上

に
配
置
し
た
。

1
、
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
の
な
げ
な
わ
ツ
ー
ル
を
用
い
、
東
寺
本
の
画
像
か
ら
必

要
な
パ
ー
ツ
を
選
択
す
る
。

2
、
1
で
選
択
し
た
パ
ー
ツ
を
移
動
ツ
ー
ル
で
背
景
の
上
に
移
動
す
る
と
、
選

択
部
分
が
新
し
い
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
作
成
さ
れ
る
。

3
、
こ
の
レ
イ
ヤ
ー
の
透
過
率
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
設
定
し
て
半
透
明

に
し
、
レ
イ
ヤ
ー
の
画
像
と
背

景

の
画
像
が
ダ
ブ

っ
て
見
え
る
よ
う
に
す

る
。

4
、
レ
イ
ヤ
ー
上

の
選
択
し
た
パ
ー
ツ
の
画
像
と
北且
凧
の
対
応
す
る
部
分
が
重

な
る
よ
う
に
レ
イ
ヤ
ー
を
配
置
す
る
。

5
、
レ
イ
ヤ
ー
の
透
過
率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
戻
す

(こ
の
段
階
で
レ
イ
ヤ
ー

の
画
像
の
下
に
な
る
背
景
は
見
え
な
く
な
る
)。

6
、
な
げ
な
わ
ツ
ー
ル
で
は
大
ま
か
な
選
択
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
レ
イ

ヤ
ー
の
画
像
に
は
ま
だ
不
要
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
消
し
ゴ
ム

ツ
ー
ル
で
消
去
す
る
。

7
、
レ
イ
ヤ
ー
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
を
開
き
、
レ
イ
ヤ
ー
名
を
入
力
す
る
。

こ
れ
で
よ
う
や
く

一
枚
の
レ
イ
ヤ
ー
が
完
成
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く

と
最
終
的
に
は
合
成
画
像
が
出
来
上
が
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

ば
次
章
で
述
べ
る
。

③

レ
イ
ヤ
ー
の
統
合

出
来
上
が

っ
た
合
成
画
像
は
レ
イ
ヤ
ー
を
重
ね
た
状
態

な
の
で
、
レ
イ
ヤ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
画
像
の
統
合
を
実
行
し
、
こ
れ
を

一
枚
の
画
像

に
し
た
。

④
雲
霞
の
作
成

第

一
段
階
で
選
択
し
た
東
寺
本
の
パ
ー
ツ
は
人
物
と
風
景
が

中
心
で
あ
り
、
雲
霞
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
と

い
う
よ
り
も
、
東
寺
本
の
画
中
に

は
合
成
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
雲
霞
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
こ
で
、
浄
土
寺
本
の

も
の
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
浄
土
寺
本
の
画
像
か
ら
切
り
抜

い
た
雲

霞
を
合
成
画
像
の
上
に
重
ね
た
。
所
々
に
虫
食
い
穴
の
よ
う
な
部
分
が
出
来
る
が
、

こ
れ
は
周
囲

の
雲
霞
を
適
宜
複
製
し
て
補
完
し
た
。
最
後
に
画
像
の
統
合
を
も
う

一
度
実
行
し
、
合
成
図
を
完
成
さ
せ
た
。

以
上
の
三
段
階
で
合
成
図
は
完
成
す
る
。
こ
れ
を
〉
α
o
げ
o
の
巨
目
。。q
卑
o
昌
Oを

用

い
て
割
り
付
け
、
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
の
鉛
筆
ツ
ー
ル
で
線
を
、
文
字

ツ
ー
ル
で
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番
号
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
書
き
入
れ
た
後
、
o
甥
形
式

フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
し
た
。

な
お
、
浄
土
寺
本
の
全
図

(図
3
1

1

・
4
1

1
)
に
は
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
を
使
用

し
た
が
、
合
成
図

(図
3
1

2

・
4
1
2
)
と
同
寸
と
し
、
合
成
図
に
記
入
し
た

の
と
同
じ
線

(図
版

の
色
調

の
都
合

に
よ
り
白
線
と
し
た
)
と
文
字
を
被
せ
た
。

こ
れ
に
よ
り
両
者

の
対
応
関
係
は
、
図
様

の
ず
れ
て
い
る
状
況
も
含
め
て

一
目
瞭

然
と
な
る
。

ま
た
、
部
分
の
合
成
図
に
つ
い
て
も
同
様

の
処
理
を
行

っ
た
。
全
図
の
合
成
図

に
対
し
、
図
1
1

2

・
2
1
2

・
9
1

2

・
11
1
2
は
三
倍
、
図
5
は
二

・
二
倍
、

図
8
1

2
は
約
四
倍
に
拡
大
し
た
。
た
だ
し
全
図
の
合
成
図
か
ら
拡
大
し
た
の
で

は
な
く
、
別
途
に
作
成
し
た
の
で
、
合
成
状
況
に
は
多
少
の
差
が
生
じ
て
い
る
か

も
し
れ
な

い
。
浄
土
寺
本
の
部
分
図

に
つ
い
て
は
、
各
部
分
を
撮
影
し
た
ポ
ジ
フ

ィ
ル
ム
か
ら
合
成
図
と
同
寸
の
画
像
を
適
宜
作
成
し
た
。
こ
れ
に
も
合
成
図
に
書

き
入
れ
た
の
と
同
じ
線
と
番
号
を
被
せ
た
が
、
こ
ち
ら
は
図
様
に
合
わ
せ
て
多
少

の
修
正
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

三

合
成
図
の
作
成
過
程

こ
こ
で
は
、
レ
イ
ヤ
ー
の
作
成
と
配
置
に
つ
い
て
詳
述
し
、
東
寺
本
の
図
様
か

ら
浄
土
寺
本
の
画
面
を
合
成
す
る
過
程
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

レ
イ
ヤ
ー
は
、
合
成
の
手
順
の
第

一
段
階
で
選
択
し
た
パ
ー
ツ
ご
と
に
作
成
す

る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
図
6

・
7

へ
の
書
き
込
み
を
考
慮
し
、
あ
ま
り
煩
雑
に

な
る
の
は
避
け
た
た
め
、
実
際
に
は
さ
ら
に
細
か
く
分
割
す
べ
き
も
の
を

一
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
纏
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は

一
つ
の
パ
ー
ツ
に
対
し
て

複
数
の
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
に
な
る
。
さ
ら
に
雲
霞
や
地
面
、
川
の
分
ま
で
含
め
る

と
、
レ
イ
ヤ
ー
の
総
数
は
百
数
十
放
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
レ
イ
ヤ
ー
を
、
背
景

に
設
定
し
た
浄
土
寺
本
の
図
様
に
し
た
が

っ
て
配
置
す
る
。
以
下
で
は
、
パ
ー
ツ

に
付
し
た
番
号
順
に
そ
の
過
程
を
記
録
し
、
東
寺
本
と
浄
土
寺
本
の
図
様
の
対
応

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
作
業
は
レ
イ
ヤ
!
の
上
下
関
係
を
考

慮
し
な
が
ら
進
め
た
の
で
、
パ
ー
ツ
番
号
と
作
成
の
順
序
は
必
ず
し
も

一
致
す
る

わ
け
で
は
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
パ
ソ
コ
ン
上
に
あ
る
東
寺
本
と
浄
土
寺
本
の
画
像
は
、
作
成

手
順
の
第
二
段
階

の
終
わ
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
の
画
面
を
約
十
三

・
四
パ

ー
セ
ン
ト
に
縮
小
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
数
値
は
図
3
1

1

・
2
、

図
4
-

1

・
2
、
図
6
、
図
7
に
も
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
行
う
作
業

は
、
図
6

・
7
の
東
寺
本
の

一
部
を
切
り
抜
き
、
図
3
1

1

・
4
1

1
の
浄
土
寺

本
の
上
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
く
の
と
意
味
的
に
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
以
後
長
さ
に
関
す
る
表
記
に
お
い
て
は
、
画
像
上
す
な
わ
ち
図
版
上
で
の
寸

法
を
用

い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
実
寸
は
、
ド
8
+
ドω
躯
11
『
・&
…
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
約
七

・
五
倍
し
た
数
値
に
な
る
。

①
第
七
幅

【
段
目

東
寺
本
第
9
～
15
紙
の
パ
ー
ツ
ー
～
14
に
よ
り
合
成

東
寺
本
第
十
二
巻
は
三
段
で
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も

「仙
院
臨
幸
」

の
事
蹟
を

表
す
。
浄
土
寺
本
第
七
幅
と
第
八
幅
は
、
そ
の
う
ち

の
第

一
段
と
第
二
段
の
図
様

を
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
「仙
院
臨
幸
」
と
は
、
寛
治
二
年

(
一
〇
八
八
)
二

月
、
白
河
院
が
高
野
山

へ
御
幸
す
る
と
い
う
も
の
で
、
『扶
桑
略
記
』
以
下
諸
書
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に
記
録
の
あ
る
史
実
で
あ
る
。
二
月

二
十

二
日
に
京
を
出
発
し
た

一
行
は
、
平
等

院
や
東
大
寺

へ
寄

っ
た
後
、
二
十
四
日
の
未
刻
に
紀
ノ
川

へ
辿
り
着
く
。
浄
土
寺

本
第
七
幅
と
第
八
幅
の

一
段
目
は
こ

の
場
面
に
当
た
る
。

東
寺
本
は
横
長
の
行
列
図
に
な

っ
て
い
る
が
、
浄
土
寺
本
は
10
の
白
河
院
が
乗

る
牛
車
を
中
央
や
や
左
寄
り
に
据
え

、
1
～
9
は
画
面
右
に
寄
せ
て
順
不
同
で
縦

に
積
み
上
げ
る

(図
5
参
照
)
。
1
か
ら

9
は
騎
馬
人
物
ご
と
に
そ
の
従
者
を
含

め
て

一
つ
の
パ
ー
ツ
と
し
た
が
、
実

際
に
は
さ
ら
に
分
割
が
必
要
で
あ
る
。
10
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ま
ず
、
1
は
騎
馬
人
物
と
四
人
の
従
者
か
ら
な
る
。
こ
れ
を

一
枚

の
レ
イ
ヤ
ー

に
し
て
浄
土
寺
本
の
上
に
置

い
て
み
る
と
、
人
物
の
衣
服
や
馬
の
毛
並
み
の
色
は

異
な
る
が
、
形
と
大
き
さ
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、

実
は
東
寺
本
と
浄
土
寺
本
の
間
で
互

い
に
対
応
す
る
人
物
や
事
物
は
、
そ
の
大
き

さ
も
ほ
ぼ
等
し
い
関
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、
人
物
間
の
距
離
は
狭
め
ら
れ
て
い
る

場
合
が
多

い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
個
々
の
人
物
ご
と
に
対
応
を
考
慮
し
な
が
ら

パ
ー
ツ
を
再
分
割
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ
イ
ヤ
ー
を
作
成
し
、
そ
の
配
置
を
決
定

す
る

(文
中
の
左
右
は
画
面
に
向
か

っ
て
の
左
右
を
示
す
)
。

1
の
五
人
に
つ
い
て
は
、
左
の
二
人
と
右
の
三
人
に
分
割
し
、
互
い
に
引
き
寄

せ
た
。
東
寺
本
で
は
、
こ
の
間
に
も
う

一
人

い
る
が
、
浄
土
寺
本
で
は
省
略
さ
れ

て
い
る
。

2
は
騎
馬
人
物
と
五
人
の
従
者
か
ら
な
る
が
、
騎
馬
人
物
と
馬
の
首
の

左

の
人
物
を

一
緒
に
し
た
ほ
か
は
、

一
人
ず

つ
に
分
割
し
た
。
3
は
騎
馬
人
物
と

↓
人
の
従
者
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
し
た
。
な
お
こ
の
従
者
は
2
と
重
複

し
て
使
用
し
た
。
左
肩
は
2
の
馬
に
隠
れ
て
い
た
の
で
、
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
の
ブ

ラ
シ
ツ
ー
ル
を
用
い
て
整
形
し
た
。
ま
た
馬
の
尻
も
欠
け
て
い
た
の
で
、
首
の
部

分
を
複
製
し
て
整
形
し
、
尻
懸
は
ー
の
馬
か
ら
複
製
し
た
も
の
を
用

い
た
。
4
は

騎
馬
人
物
と
二
人
の
従
者
、
5
は
騎
馬
人
物
と

一
人
の
従
者
か
ら
な
る
が
、
こ
の

ニ
パ
ー
ツ
は

一
枚
の
レ
イ
ヤ
ー
で
処
理
で
き
た
。
た
だ
し
、
位
置
を
合
わ
せ
る
た

め
に
反
時
計
回
り
に

一
度
回
転
さ
ぜ
た
。
6
は
騎
馬
人
物
と
六
人
の
従
者
か
ら
な

る
が
、
騎
馬
人
物
と
馬
の
左
右
に
立
つ
二
人
を

一
枚

の
レ
イ
ヤ
ー
に
、
先
頭
の
人

物
と
後
方
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
し
た
。
7
は
騎
馬
人
物
と
六
人
の
従
者
か
ら

な
る
が
、
稚
児
の
背
後
の
二
人
を
纏
め
た
ほ
か
は

一
人
ず
つ
と
し
た
。
な
お
、
そ

の
背
後

の
二
人
の
う
ち
右
の
人
物
は
、
東
寺
本
で
は
後
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
が
、

浄
土
寺
本
で
は
前
方
を
向
い
て
い
る
の
で
、
頭
の
部
分
を
左
右
反
転
し
て
据
え
た
。

8
は
騎
馬
人
物
と
八
人
の
従
者
か
ら
な
る
が
、
騎
馬
人
物
に
つ
い
て
は
人
も
馬
も

東
寺
本
と
浄
土
寺
本
と
で
は
異
な
る
姿
勢
を
し
て
お
り
、
対
応
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
そ
こ
で
他
の
パ
ー
ツ
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
1
の
騎
馬
人
物
の
図
様
が

人
も
馬
も
も

っ
と
も
近
似
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
。
手
前
の
赤
服

の
二
人
、
馬
の
後
方
の
稚
児
と
そ
の
左
の
赤
服
は
二
人
ず
つ
で

一
枚
の
レ
イ
ヤ
ー

に
、
他
の
四
人
は

一
人
ず

つ
を

一
枚
と
し
た
。
9
は
騎
馬
人
物
と
七
人
の
従
者
か

ら
な
る
。
馬
の
後
方

の
三
人
、
そ
の
手
前
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
纏
め
た
が
、
他
は

一
人
ず
つ
と
し
た
。

以
上
で
ー
～
9
の
合
成
が
完
了
す
る
。
東
寺
本
の
画
面
と
比
べ
る
と
、
こ
の
間

に
数
人
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
人
馬
の
姿
形
や
動
き
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
2
と
3
で
重
複
し
て
使

用
し
た
従
者
を
除
け
ば
、
人
馬
と
も
に
す
べ
て

一
対

一
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
東
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寺
本
の
図
版
上
で
は
約
二
十
六
セ
ン
チ
も
あ
る
行
列
を
、
約
五
セ
ン
チ
の
幅
の
間

に
積
み
上
げ
、
人
馬
の
重
な
り
合
う
集

団
に
再
構
成
し
た
手
腕
は
見
事
と
言
う
ほ

か
な

い
。

次
に
、
10
は
牛
車
と
そ
の
前
方
の
八
人
、
後
方
の
八
人
か
ら
な
る
。
牛
車
後
方

の
画
面
上
方
で
頭
に
手
を
や
る
人
物
と

画
面
下
方
の
赤
服

の
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ

一

枚
と
し
た
ほ
か
は
、
多
少
の
異
同
は
あ

る
が
纏
め
て
処
理
し
た
。
11
～
14
は
個
々

に
対
応
さ
せ
て
位
置
を
決
定
し
た
。
11
は
10
に
対
し
て
東
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置

関
係
に
あ
る
が
、
他
の
三
人
は
牛
車
を
取
り
巻
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
人

馬
と
も
に
姿
形
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
12
は
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
た
。

ま
た
13
の
人
物
は
、
東
寺
本
で
は
後
方
を
振
り
返

っ
て
い
る
が
、
浄
土
寺
本
で
は

前
方
を
向

い
て
い
る
の
で
、
7
の
従
者

と
同
じ
く
頭
の
部
分
を
左
右
反
転
し
て
据

え
た
。
な
お
、
四
人
と
も
東
寺
本
は
弓
を
持
た
な
い
が
、
浄
土
寺
本
は
持

っ
て
い

る
。
同
様
の
異
同
は
ー
～
9
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。
最
後
に
地
面
は
、
東
寺
本

の
11
～
14
周
辺
の
空
所
を
取
り
、
複
製
を
重
ね
て
作
成
し
た
。

②
第
八
幅

一
段
目

東
寺
本
第
17
～
20
紙
の
パ
ー
ツ
ー5
～
27
に
よ
り
合
成

第
七
幅

一
段
目
か
ら
の
続
き
で
、
紀

ノ
川
の
ほ
と
り
の
場
面
で
あ
る
。
東
寺
本

詞
書
に
は

「
木
御
河
等
国
司
御
船
を
儲

て
錦
を
は
り
菌
を
し
く
。
又
黒
木
の
仮
橋

を
か
ま
ゑ
て
雑
人
等
を
渡
す
。
」
と
あ
る
。
26

・
27
が
国
司
が
用
意
し
た
船
、
28

が
黒
木
の
仮
橋
で
あ
る
。

15
～
17
は
ま
ず
馬
を
基
準
に
位
置
を
決
定
し
た
。
15
と
16
は
互

い
に
少
し
接
近

し
、
こ
れ
に
寄
せ
て
17
は
右
に
移
動
し
た
。

15
の
馬
は
東
寺
本
よ
り
も
高
く
跳
ね

上
が

っ
て
お
り
、
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
た
。
そ
の
右
の
人
物
は
、
浄
土

寺
本
で
は
東
寺
本
を
回
れ
右
さ
せ
た
よ
う
な
図
様
で
あ
る
が
、
合
成
図
で
は
顔
は

そ
の
ま
ま
で
身
体
だ
け
を
左
右
反
転
さ
せ
て
形
態
を
近
づ
け
、
位
置
を
合
わ
せ
る

た
め
に
少
し
下
に
移
動
し
た
。
16
も
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
た
。
17
は
先

頭
の
人
物
を
時
計
回
り
に
四
度
回
転
さ
せ
、
少
し
馬
に
寄
せ
た
。
逆
に
後
方
で
手

綱
を
引
く
人
物
は
、
15
と
16
の
馬

の
間
に
挟
ま
れ
る
た
め
か
、
馬
か
ら
少
し
遠
ざ

け
ら
れ
て
い
る
。
18
は
東
寺
本
に
お
け
る
右
か
ら
左

へ
の
展
開
か
ら
は
み
出
し
、

上
方
の
23
と
24
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
従
者
二
人
を
主
人
の
下
方
に

移
動
し
、
横
長
か
ら
縦
長
の
図
様
に
変
化
さ
せ
る
。
19
は
左
の
二
人
と
右
の

一
人
、

20
は

一
人
ず

つ
に
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
位
置
を
合
わ
せ
た
。
な
お
、
20
の
右
の
人

物
は
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
た
。
次
に
画
面
右
上
に
移
り
、
21
は

一
人
ず

つ
に
分
割
し
て
位
置
を
合
わ
せ
、
中
央
の
人
物
は
反
時
計
回
り
に
五
度
回
転
さ
せ

た
。
22
も

一
人
ず

つ
で
位
置
を
合
わ
せ
た
。
23
の
二
人
と
勿
は
パ
ー
ツ
ご
と
に
配

置
し
た
。
25
の
仮
橋
、
26

・
27
の
船
は
形
も
大
き
さ
も
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
が
、

二
艘
の
船
は
そ
れ
ぞ
れ
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
た
。
ま
た
、
岸
辺
の
線
が

東
寺
本
よ
り
も
急
角
度
に
な

っ
た
分
、
26
の
船
は
左

へ
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
地

面
と
川
面
は
、
東
寺
本
の
適
当
な
位
置
か
ら
切
り
取

っ
た
画
面
を
複
製
し
、
浄
土

寺
本
の
岸
線
に
合
わ
せ
て
作
成
し
た
。

東
寺
本

の
15
～
27
を
含
む
画
面
は
、
図
版
上
で
二
十
七
セ
ン
チ
に
も
及
ぶ
長
大

な
も
の
で
あ
る
。
浄
土
寺
本
は
こ
れ
を
十
二

・
九
セ
ン
チ
の
幅
内
に
収
め
る
た
め

に
、
ほ
ぼ
対
角
線
上
に
川
岸
を
設
定
し
、
15
～
20
ま
で
を
下
半
部
の
岸
辺
に
、
21

～
27
ま
で
を
上
半
部
の
岸
辺
か
ら
川
に
か
け
て
配
置
す
る
。
ち
ょ
う
ど
絵
巻
の
画

面
を
上
下
二
段
に
積
み
重
ね
た
よ
う
な
構
成
で
あ
り
、
そ
の
点

で
は
第
七
幅

一
段
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目
よ
り
も
単
純
で
あ
る
。
18
は
例
外
的
に
上
段
側
に
は
み
出
し
た
が
、
こ
れ
は
下

段

の
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
七
幅
と
第
八
幅
の

間
で
は
、
東
寺
本
の
料
紙
二
枚
分
弱

の
図
様
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ス

ペ
ー
ス
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
第
七
幅

二
段
目

東
寺
本
第
25
～
29
紙
の
パ
ー
ツ
28
～
55
に
よ
り
合
成

紀
ノ
川
を
渡

っ
た
後
、
白
河
院
の

一
行
は
高
野
の
政
所

(慈
尊
院
)
に
宿
泊
し
、

翌
二
十
五
日
の
丑
刻
に
出
立
し
た
。
東
寺
本
詞
書
に
は

「御
歩
行
に
て
御
登
山
あ

り
。
夜
の
中
た
ゐ
に
よ
り

て
侍
臣
以
下
松
明
を
と
る
。
権
大
納
言
師
忠
、
仲
実
朝

臣
、
時

々
尊
儀
を
た
す
け
た
て
ま
つ
る
。」
と
あ
る
。
浄
土
寺
本
で
は
、
画
面
右

上
か
ら
中
央
に
か
け
て
の
38
か
ら
46
ま
で
が
登
山

の
場
面
、
続
い
て
47
の
左
か
ら

55
ま
で
が
、
そ
の
夜
の
宿
で
あ
る
笠
木
坂
の
宿
所

の
場
面
に
あ
た
る
。
ま
た
画
面

右
下
の
28
か
ら
32
ま
で
は
、
主
題
の
臨
幸
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
高
野
紙
を
漉

く
様
子
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
高
野
山

の
指
標
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
。

ま
ず
画
面
右
下
の
部
分
か
ら
見
て
み
よ
う

(図
11
1

1

・
2
参
照
)
。
28
～
31

は
パ
ー
ツ
ご
と
に
位
置
を
合
わ
せ
、

32
は
立
っ
て
い
る
女
を
基
準
に
し
て
位
置
を

決
定
し
た
。
浄
土
寺
本
の
画
面
の
ス
ペ
ー

ス
は
東
寺
本
の
三
分
の
二
程
度
に
狭
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
も
各
パ
ー
ツ
は
東
寺
本
よ
り
も
互
い
に
引
き
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
30
の
女
の
背
後

の
童
女
と
子
供
は
浄
土
寺
本
に
は
描
か
れ
て

い
な
い
。
33
は
全
体
的
に
似
た
風
景

で
あ
る
が
、
や
や
大
き
い
の
で
、
手
前
の
大

き
な
山
と
後
方
の
山
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
線
の
位
置
を
考
慮
し
、
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
に
縮
小
し
て
配
置
し
た
。
34
と
35
は
レ
イ
ヤ
ー
の
透
過
率
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

に
し
て
霞
に
透
け
る
感
じ
を
出
し
た
。

次
に
画
面
右
上
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。
36
と
37
は
、
こ
の
周
辺
か
ら
形
と
大

き
さ
が
最
も
適
当
な
も

の
を
選
択
し
て
配
置
し
た
。
38
～
42
は

「夜
の
中
た
る
に

よ
り
て
侍
臣
以
下
松
明
を
と
る
」

の
場
面
で
あ
る
が
、
実
は
二
幅
全
体
の
中
で
最

も
対
応
さ
せ
に
く

い
場
面
で
あ

っ
た

(図
1
1
1

・
2
参
照
)
。
東
寺
本
は
山
間

を
進
む
人
々
を
図
版
上
約
十
五
セ
ン
チ
に
わ
た

っ
て
描
く
が
、
浄
土
寺
本
は
約
四

セ
ン
チ
ほ
ど
の
雲
の
合
間
に
人
物
の
上
半
身
だ
け
を
覗
か
せ
な
が
ら
、
上
下
二
段

に
配
置
す
る
。
こ
こ
で
は
人
物
の
間
隔
を
出
来
る
だ
け
詰
め
る
た
め
に
、
39
は
右

か
ら
三
人
と
二
人
に
、
以
下
同
様
に
40
は

一
、
二
、

一
人
、
41
は
二
、
二
、

一
人
、

42
は
二
、
五
人
に
分
割
し
て
レ
イ
ヤ
ー
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
収
め

き
れ
な
か

っ
た
の
で
、
38
以
降
の
人
物
を
全
て
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
小
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
全
員
が
収
ま

っ
た
。
サ
イ
ズ
的
に
も
そ
れ
で
適
切
な
大
き

さ
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
41
か
ら
42
の
右
半
が
対

応
し
て
い
な

い
が
、
そ
の
他
は

一
対

一
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
浄
土
寺
本

は
40
の
左
方
に
も
松
明
や
烏
帽
子
を
覗
か
せ
て
い
る
が
、
合
成
図
で
は
省
略
し
た
。

43
の
遠
山
は
41

・
42
の
人
物
か
ら
遠
ざ
か
り
、
第
七
幅
の
二
段
目
と
三
段
目
を
繋

ぐ
風
景
に
転
化
し
て
い
る
。
必
の
山
は
上
半
分
だ
け
を
合
成
に
用

い
た
が
、
大
き

さ
を
合
わ
せ
る
た
め
に
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
小
し
て
配
置
し
た
。
山

の
左
側
に

姿
を
見
せ
る
人
物
は
、
東
寺
本
は

一
人
で
あ
る
の
に
対
し
浄
土
寺
本
は
複
数
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
45
は
主
役

の
白
河
院
が
登
場
す
る
場
面
で
あ

る
。
浄
土
寺
本
で
は
、
こ
の
45
と
46
の
人
物
は
、
47
の
山
に
対
し
て
東
寺
本
よ
り

も
下
方
に
移
動
し
て
お
り
、
相
対
的
に
47
の
高
さ
が
強
調
さ
れ
る
図
様
に
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
実
際
に
浄
土
寺
本

の
山
は
東
寺
本
よ
り
も
少
し
高
く
表
さ
れ
て
い
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る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
述

べ
る
。

最
後
に
左
の
部
分
を
見
て
み
よ
う

(図

2
-

1

・
2
参
照
)
。
47
は
山
の
下
辺

を
基
準
に
位
置
を
決
定
し
た
が
、
左

下
の
人
物
三
人
の
位
置
も
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

娼
は
左
の
建
物
の
左
端
の
柱
を
基
準

に
位
置
を
決
定
し
た
。
東
寺
本
は
右
の
建
物

内
の
人
物
が
三
人
で
あ
る
が
、
浄
土
寺
本
で
は
二
人
に
減

っ
て
い
る
。
49
は
右
手

前
角
の
柱
を
基
準
に
位
置
を
決
定
し
た
が
、
建
物
の
左
半
は
画
面
外
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。
50
～
53
は
そ
れ
ぞ
れ

の
人
物
ご
と
に
位
置
を
合
わ
せ
、
54
は
桜

の
下
の
人
物
を
基
準
に
し
た
。
桜
の
上
部
は
49
に
か
か
る
の
で
削
除
し
た
。
浄
土

寺
本
の
画
面
の
ス
ペ
ー
ス
は
こ
こ
で
も
東
寺
本
の
約
三
分
の
二
に
狭
め
ら
れ
て
お

り
、
50
以
降
の
人
物
は
順
次
右

へ
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
物
や
建
物
も

浄
土
寺
本
の
方
が
や
や
小
振
り
に
な

っ
て
い
る
。

④
第
八
幅
一
一段
目

東
寺
本
第
32
～
33
紙
の
パ
ー
ツ
56
～
58
に
よ
り
合
成

こ
れ
よ
り
東
寺
本
第
二
段
の
図
様
に
入
る
。
こ
の
部
分
は
、
白
河
院
の
臨
幸
を

待
ち
受
け
る
高
野
山
中
の
様
子
を
表
し
た
場
面
と
思
わ
れ
る
。

56
は
画
面
右
下
の
小
堂
を
基
準

に
し
て
位
置
を
決
定
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、

そ
の
周
辺
の
人
物
や
木
立

の
傍

の
僧
た
ち
に
は
大
き
な
異
同
が
あ
る
が
、
風
景
を

含
め
た
全
体
の
雰
囲
気
が
似
通

っ
て
お
り
、
ま
た
サ
イ
ズ
的
に
も
適
当
な
大
き
さ

で
あ

っ
た
の
で
東
寺
本
の
図
様
を
そ

の
ま
ま
合
成
図
に
取
り
入
れ
た
。
た
だ
し
東

寺
本
に
は
天
野
社
と
思
わ
れ
る
大
き
な
赤

い
鳥
居
が
あ
る
が
、
浄
土
寺
本
に
は
描

か
れ
て
い
な
い
の
で
合
成
図
か
ら
は
消
去
し
た
。
消
去

の
跡
は
周
辺
の
地
面
お
よ

び
他
の
僧
の
身
体
の

一
部
を
複
製
し

て
穴
埋
め
し
た
。

57
と
駆
は
左
端
の
人
物
を

基
準
に
し
て
位
置
を
決
定
し
た
。
・図
版
上

の
距
離
に
し
て
57
は
約

一
・
五
セ
ン
チ
、

58
は
約
ニ
セ
ン
チ
ほ
ど
東
寺
本
よ
り
も
56
の
方
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
人
物

の
間
隔
も
浄
土
寺
本
の
方
が
狭
い
。
東
寺
本
の
図
様
は
56
の
右
端
か
ら
58
の
左
端

ま
で
が
図
版
上
で
約
十
五
セ
ン
チ
あ
り
、
右
の
変
更
は
、
こ
れ
を
約
ニ
セ
ン
チ
分

短
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

⑤
第
七
幅
三
段
目

東
寺
本
第
34
～
35
紙
の
パ
ー
ツ
弱
～
70
に
よ
り
合
成

内
容
的
に
は
第
七
幅
二
段
目
か
ら
の
続
き
で
、
東
寺
本
詞
書
の

「同
廿
六
日
に

笠
木
坂
の
御
宿
よ
り
山
上
中
院

へ
入
御
」
の
山
上
中
院
の
場
面
で
あ
る
。

ま
ず
、
弱
は
人
物
を
基
準
に
位
置
を
決
定
し
た
。
霞
の
合
間
に
見
え
る
風
景
は
、

土
披
の
表
情
が
異
な
る
が
、
東
寺
本
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
。
60
～
65

は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
ご
と
に
位
置
を
合
わ
せ
た
刀
た
だ
し
、
60
の
人
物
二
人
は
、

東
寺
本
で
は
向
か
っ
て
左
が
手
前
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
浄
土
寺
本

で
は
逆
に
な

る
。
61
の
人
物
は
、
東
寺
本
で
は
左
足
を
上
げ
て
袴
の
裾
を
括
る
よ
う
な
格
好
を

し
て
い
る
が
、
浄
土
寺
本

で
は
両
足
で
立
ち
、
右
手
で
後
方
を
指
す
姿
に
変
わ

っ

て
い
る
。
こ
の
二
点
は
修
正
し
難
い
の
で
東
寺
本
の
図
様
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ

た
。
ま
た
餌
の
右
側

の
人
物
は
、
東
寺
本
で
は
硯
の
土
披
の
桜
に
下
半
身
を
隠
さ

れ
て
い
る
た
め
、
合
成
図
で
は
上
半
身
の
み
の
姿
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
も

修
正
不
能
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
66
は
建
物
の
右
手
前
角
の
柱
を
基
準
に

位
置
を
決
定
し
た
。
人
物

の
数
は
霞
の
合
間
に
覗
く
烏
帽
子
の
み
の
者
ま
で
含
め

て
完
全
に
対
応
す
る
。
67
～
69
は
や
や
異
同
が
大
き
く
、
68
は
研
の
横
並
び

の
位

置
か
ら
浄
土
寺
本
で
は
左
下

へ
移
動
す
る
。
ま
た
69
の
土
披
と
桜
は
、
銘
の
左
下

の
位
置
か
ら
66
の
建
物
と
研

・
銘
の
人
物

の
間
に
移
動
す
る
。
な
お
、
こ
の
桜
に

よ

っ
て
隠
さ
れ
て
い
た
銘
の
人
物
の
下
半
身
は
、
浄
土
寺
本
で
は
霞
で
覆
わ
れ
る
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こ
と
に
な
る
。
最
後
に
浄
土
寺
本
の
70
の
位
置
の
土
披
に

つ
い
て
は
、
東
寺
本
に

対
応
す
る
図
様
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
東
寺
本
第
35
紙
右
下
辺
の
土
披
か
ら
適

当
な
形
を
切
ゆ
抜

い
て
こ
れ
に
充
て
た
。
こ
の
ほ
か
浄
土
寺
本
で
は
62
の
下
や
70

の
左
に
か
か
る
霞

の
合
間
か
ら
数
本

の
松
が
覗

い
て
い
る
が
、
東
寺
本
に
は
対
応

す
る
図
様
が
な
い
の
で
省
略
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
人
物

の
間
隔
は
^
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
逆
に
、
東
寺
本
よ
り

も
浄
土
寺
本
の
方
が
緩
や
か
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
東
寺
本
の
図
様
は
59
の

右
端
か
ら
69
の
左
端
ま

で
が
図
版
上

で
約
十
ニ
モ
ン
チ
し
か
な
く
、
そ
の
ま
ま
合

成
画
面
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
約

一
セ
ン
チ
分
が
不
足
す
る
。
人
物
の
間
隔
を
拡

げ
た
の
は
、
こ
れ
を
補
う
た
め
で
あ

ろ
う
。

⑥
第
八
幅
一■一段
目

東
寺
本
第
36
～
38
紙

の
パ
ー
ツ
71
～
74
に
よ
り
合
成

高
野
山
中

の
風
景
を
描

い
た
場
面

で
あ
る
。
浄
土
寺
本
の
73
の
建
物

の
前
と
横

に
は
人
物
が
三
名
ず

つ
描
か
れ
て
い
る
が
、
東
寺
本
は
建
物
の
み
で
あ
る
。
74
は

堂
を
基
準
に
し
て
位
置
を
決
定
し
た
。
東
寺
本
で
は
73
と
拠
は
隣
接
し
て
い
る
が
、

浄
土
寺
本
で
は
少
し
引
き
離
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
寺
本
で
は
、
こ
の
堂

の
手
前

に

か
か
る
霞
の
合
間
か
ら
松
と
桜
の
枝
先
が
見
え
る
。
こ
れ
に
は
少
し
離
れ
て
い
る

が
、
鴇
の
右
下
の
樹
木
か
ら
切
り
抜

い
た
71
と
η
を
充
て
た
。

⑦
第
七
幅
四
段
目

東
寺
本
第
37
～
39
紙
の
パ
ー
ツ
75
～
91
に
よ
り
合
成

内
容
的
に
は
第
七
幅
三
段
目
か
ら

の
続
き
で
、
東
寺
本
詞
書

の

「同
廿
七
日
に

先
奥
院

へ
御
参
、
御
経
供
養
あ
り
」

の
う
ち
、
奥
の
院

へ
の
道
す
が
ら
の
様
子
を

を
表
し
た
場
面
で
あ
る
。

75
～
78
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
ご
と

に
位
置
を
合
わ
せ
た
が
、
互
い
に
東
寺
本
よ

り
も
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る

(図
9
1

1

・
2
参
照
)
。
な
お
東
寺
本

の
75
の
右

と
77
の
後
方
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
は
、
浄
土
寺
本
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
78
は

三
人
か
ら
な
る
パ
ー
ツ
で
あ
る
が
、
対
応
す
る
の
は
左
の
二
人
の
み
で
あ
る
。
79

の
松
と
桜

(浄
土
寺
本
は
桜
の
み
)
も
人
物
の
方
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
80

は
橋
を
、
81
は
右
か
ら
二
人
目
の
人
物
を
基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
を
決
定
し
た
。

と
も
に
他
の
人
物

の
位
置
は
少
し
ず

つ
ず
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
合
成
図
に
取
り
込

ん
だ
。
80
の
風
景
は
川
下
の
土
披
や
桜
に
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
届

。
81
の
上
方

の
風
景
は
、
丸

い
形
の
山
や
松
や
桜
に
注
目
し
、
霞
の
上
の
風
景
ま
で
取
り
込
ん

だ
。
な
お
、
こ
の
部
分
は
徊
と

一
部
重
複
す
る
。
左
上
に
並
ん
だ
人
物
の
背
後
に

三
本
の
白

い
も

の
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
卒
塔
婆
で
あ
る
。
浄
土
寺
本
に
も
位
置

は
少
し
ず
れ
る
が
同
じ
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
三
本
の
卒
塔
婆
の
周
囲
は
、

浄
土
寺
本
は
欝
蒼
と
し
た
林
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
東
寺
本
は
右
上
に
遠
樹

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
東
寺
本
第
39
紙
左
下
の
樹
林
を
用
い
て
茂
み
を
作

り
出
し
、
霞
の
上
下
に
配
置
し
た

(82

・
83
)
。
た
だ
し
、
浄
土
寺
本
の
霞
の
右

手
前
に
見
え
る
大
振
町
な
松
に
つ

い
て
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
浄
土
寺
本
の
糾
に

当
た
る
風
景
に
つ
い
て
は
、
東
寺
本
の
こ
の
位
置
に
対
応
す
る
も
の
が
な

い
の
で
、

81
の
下
辺
の
遠
山
か
ら
適
当
な
形
を
切
り
抜
い
て
用
い
た
。
85
の
卒
塔
婆
は
81
の

風
景
に
合
わ
せ
て
配
置
し
た
た
め
、
浄
土
寺
本
の
位
置
よ
り
少
し
だ
け
下
方
に
ず

れ
た
。
86
は
人
物
の
位
置
を
合
わ
せ
、
89
は
二
人
目
の
人
物
を
基
準
に
位
置
を
決

定
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
人
物
を
含
む
パ
ー
ツ
は
、
い
ず
れ
も
東
寺
本
よ
り
も
互
い
に

近
接
し
て
配
置
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
86
と
89
の
間
で
は
川

(
87

・
88
)
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も
短
く
切
り

つ
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
90
で
あ
る
。
東
寺
本

で
は
、
こ
れ
は
89
の
人
物
た
ち
の
先

に
あ
る
も
う

一
つ
の
川
の
傍
ら
の
情
景
で
あ

る
が
、
浄
土
寺
本
は
こ
れ
を
87
と
88
の
川
に
引
き
寄
せ
て
い
る
。
東
寺
本
の
図
様

は
75
か
ら
90
の
左
端
ま
で
が
図
版
上

で
約
十
九
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ
を
幅
十
二

・

九
セ
ン
チ
の
浄
土
寺
本
の
画
面
内
に
収

め
る
た
め
に
種
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
の
が
分
か
る
。
な
お
、
90
に
つ
い
て
は
五
人
の
僧
の
う
ち
左
方
の
二
人
が
省

略
さ
れ
て
い
る
が
、
か
わ

っ
て
91
の
鹿
が
土
披

の
上
に
描
か
れ
て
い
る

(図
8
1

1

・
2
参
照
)。
鹿
は

「高
野
山
水
屏
風
」
や

「高
野
山
曼
茶
羅
」、
ま
た

「
一
遍

聖
絵
」
第
二
巻
第
四
段
の
高
野
山
の
場
面
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高

野
山
の
指
標
的
な
景
物
で
あ
る
。

⑧
第
八
幅
四
段
目

東
寺
本
第
40
～
42
紙
の
パ
ー
ツ
92
～
94
に
よ
り
合
成

内
容
的
に
は
第
七
幅
四
段
目
か
ら

の
続
き

で
、
御
廟
前
で
の
御
経
供
養
の
場
面

で
あ
る
。

92
は
建
物
の
屋
根
の
勾
配
を
合
わ

せ
る
た
め
に
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ

せ
、
こ
の
屋
根
を
基
準
に
位
置
を
決
定

し
た
。
93
は
中
央
の
二
僧
の
う
ち
画
面
上

側
の
僧
を
基
準
に
し
た
。
と
も
に
人
物
は
完
全

に

一
対

一
対
応
す
る
が
、
位
置
は

少
し
ず

つ
ず
れ
て
い
る
。
ま
た
93
の
人
物
は
浄
土
寺
本
の
方
が
や
や
小
振
り
で
あ

り
、
人
物
同
士
の
間
隔
も
狭
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
92
、
93

と
も
に

一
応
画
面
内
に
は
収
ま
る
の
で
、
東
寺
本
を
そ
の
ま
ま
合
成
画
面
に
取
り

込
ん
だ
。
風
景
は
土
披
の
形
や
樹
木

の
配
置
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
94
は
瑞
垣

の
傾
き
に
合
わ
せ
て
反
時
計
回
り
に
二
度
回
転
さ
せ
、
御
廟
を
基
準
に
位
置
を
決

定
し
た
。
御
廟
や
傍
ら
の
丹
生
高
野
明
神

の
二
社
、
瑞
垣
は
や
は
り
浄
土
寺
本
の

方
が
や
や
小
振
り
で
あ
る
。
東
寺
本
の
図
様
は
92
の
右
端
か
ら
94
の
左
端
ま
で
が

図
版
上
で
十
四
セ
ン
チ
余
り
あ
る
。
こ
れ
を

一
セ
ン
チ
強
短
く
す
る
た
め
に
、
浄

土
寺
本
は
92
の
建
物
と
94
の
瑞
垣
の
間
、
す
な
わ
ち
93
の
部
分
の
余
白
を
削
り
、

東
寺
本
の
約
三
分
の
二
に
狭
め
て
い
る
。
人
物
や
事
物
が
少
し
ず

つ
小
さ
く
な

つ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
伴
う
変
更
で
あ
ろ
う
。

四

浄
土
寺
藏

「弘
法
大
師
絵
伝
」
の
特
質

-
第
七
幅
と
第
八
幅
に
つ
い
て
ー

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
合
成
作
業
を
通
じ
て
気
づ

い
た
こ
と
を
二
点
だ
け
述
べ

て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。

①
人
物

・
事
物
の
大
き
さ

何
よ
り
も
大
き
な
驚
き
で
あ

っ
た
の
は
、
東
寺
本
と
浄
土
寺
本
の
間
で
互
い
に

対
応
す
る
人
物
や
事
物
臓
、
そ
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
等
し

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

1
～
9
の
行
列
に
始
ま
り
、
10
の
白
河
院
が
乗
る
牛
車
、
国
司
が
用
意
し
た
26

・

27
の
船
、
そ
の
ほ
か
建
物
や
風
景
に
至
る
ま
で
、
形
だ
け
で
な
く
大
き
さ
に
お
い

て
も
両
者
は
極
め
て
緊
密
な
関
係
に
あ
る
。
人
物
や
事
物
を
縮
小
す
る
例
は
あ
る

が
、
拡
大
す
る
例
は
ま

っ
た
く
な
い
。
た
だ
し
、
画
面
空
間
は
浄
土
寺
本
の
方
が

狭
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
応
じ
て
人
物
や
事
物
を
互
い
に
引
き
寄
せ
た
り

す
る
場
合
は
多
く
あ

っ
た
。
ま
た
、
第
七
幅
三
段
目
の
弱
～
69
、
第
八
幅
三
段
目

の
73
～
履
の
よ
う
に
、
逆
に
人
物
あ
る

い
は
事
物
の
間
を
広
げ
る
例
も
あ

っ
た
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
色
に
つ
い
て
は
全
く
無
頓
着
で
あ
り
、
人
物
の
衣
服
や
馬
の
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肥

毛
並
み
の
色
は
多
様
に
変
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
浄
土
寺
本
を
各
段
ご
と
に
見
る
と
、
人
物
は

一
段
目
が
大
き
く
、
二

段
目
と
三
段
目
は
小
さ
い
。
四
段
目
は
ま
た
少
し
大
き
く
な
る
が
、

一
段
目
ほ

ど
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ズ

の
変
更
は
、

一
見
す
る
と
遠
小
近
大
の
遠

近
法
に
則

っ
た
表
現
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
浄
土
寺
本
自
身

の
選
択

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
依
拠
し
た
東
寺
本

の
サ
イ
ズ
を
踏
襲
し
た
結
果
で
あ
る
。

な
お
、
東
寺
本
に
お
け
る
サ
イ
ズ
変

更
は
、
そ
れ
自
体
興
味
深
い
問
題
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

②
画
面
構
成

浄
土
寺
本

の
画
面
は
、
下
の
段
か

ら
上
の
段

へ
、
各
段
に
つ
い
て
は
右
か
ら

左

へ
と
展
開
す
る
。
こ
れ
は
、
前
稿

で
指
摘
し
た
よ
う

に

「
絵
巻
画
面
を
下
か

ら
上

へ
と
積
み
重
ね

て
い
る
」
状
態

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ

ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
箇

所
も
あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
第
七
幅

一
段
目
右
の
ー
～
9
の
集
団
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
寺
本

の
図
版
上
で
二
十

六
セ
ン
チ
に
も
及
ぶ
行
列
が
、
幅
五
セ
ン
チ
の
間
に
順
不
同
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
絵
巻

の
場
合
は
画
面

の
長
さ
が
鑑
賞

の
時
間
を
生
み
出
し
、
そ

の
時
間
経
過
が
描
か
れ
た
内
容
す
な
わ
ち

ス
ト
ー
リ
ー
の
時
間
経
過
に
置
換
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
東
寺
本

の
場
合
、
画
面
全
体
を
見
渡
す
な
ら
ば
、

巻
頭
の
霞
の
合
間
か
ら
登
場
す
る
人

々
は
、
こ
れ
よ
り
料
紙
数
枚
分
に
わ
た

っ

て
延
々
と
続
く
行
列

の
最
後
部
に
位

置
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
絵
巻
を
開

い
て
初
め
に
目
に
入
る
そ
れ
は
、
む
し
ろ
高
野
山

へ
の
旅
の
始

ま
り
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
京
を
出
発
す
る
場
面
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
だ

ろ
う
。
こ
の
行
列
が
鑑
賞
者
の
視
線
と
と
も
に
前
進
し
、
鑑
賞
の
時
間
と
と
も
に

旅
程
の
時
間
を
経
て
、
い
つ
し
か
紀
ノ
川
に
至
る
ー

こ
の
よ
う
な
鑑
賞
方
法
と

連
動
し
た
場
面
の
展
開
は
絵
巻
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
行
列
を
縦
に

積
み
上
げ
た
浄
土
寺
本
で
は
、
目
に
入
る
集
団
は
ま
さ
に

一
堂
に
会
し
て
い
る
状

態
で
あ
り
、
第
八
幅

一
段
目
に
描
か
れ
た
紀
ノ
川
の
直
前
ま
で
既
に
や
っ
て
来
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
人
馬
の
重
な
り
合
う
様
は
視
覚
的
に
も
圧
巻
で
あ
り
、

臨
幸
と
い
う
賑
々
し
く
華
々
し
い
行
事

の
雰
囲
気
を
鑑
賞
者
に
実
感
さ
せ
る
場
面

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
鑑
賞
の
時
間
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
時
間
に
置
換

さ
れ
る
絵
巻
と
、

一
目
で
見
渡
せ
る
大
画
面
の
醍
醐
味
を
も
つ
掛
幅
と
の
構
成
上

の
違
い
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

次
に
、
浄
土
寺
本
の
第
七
幅
二
段
目
を
見
て
み
よ
う
。
右
部
分
は
上
段
と
下
段

に
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
東
寺
本
で
も
上
下
二
段
の
構
成

に
な

っ
て

い
る
。
東
寺
本
で
は
、
白
河
院
の
臨
幸
と
い
う
主
題
は
上
段
で
展
開
し
、
下
段
は

緑
な
す
山
々
と
数
層
の
霞
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
下
段
の
は
じ
め
に

描
か
れ
た
高
野
紙
を
漉
く
場
面
は
、
松
明
を
灯
し
た
上
段
の
場
面
と
は
時
間
的
に

完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
主
題
か
ら
離
れ
て
高
野
山
の
指
標
と
し
て
の
意
味

を
も
つ
図
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
段
構
成
は
、
天
地
の
狭
い
絵
巻
の
画
面
の

中
で
山
の
高
さ
を
表
す
た
め
の
優
れ
た
工
夫
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
東
寺
本
の
山
々
は
、
全
体
と
し
て
は
横
並
び
で
あ
る
印
象
を
拭
え

な
い
。

一
方
、
浄
土
寺
本
は
33
の
左
上
に
47
を
配
置
し
、
右
下
か
ら
左
上

へ
と
雁
行
し
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な
が
ら
次
第
に
高
度
を
増
し
て
い
く
山
並
み
を
作
り
出
す
。
さ
ら
に
、
東
寺
本
で

は
47
と
同
じ
よ
う
な
高
さ
と
大
き
さ

で
描
か
れ
て
い
た
44
の
山
を
、
浄
土
寺
本
は

や
や
小
さ
く
し

(合
成
図
で
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
小
)
、
し
か
も
47
の
半
分

程
度
の
高
さ
に
描

い
て
、
相
対
的
に

47
の
高
さ
と
大
き
さ
を
強
調
す
る
℃
こ
う
し

て
第
七
幅
の
中
央
に
深
山
幽
谷
の
風
景
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
山
々
に
取

り
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、
47
の
麓
に

い
る
の
が
主
人
公
の
白
河
院

(45
)
で
あ

る
。
こ
の
45
と
46
の
人
物
が
47
の
山
に
対
し
て
東
寺
本
よ
り
も
下
に
移
動
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
実
際
に
浄
土
寺
本
の
47
の
山
は
東
寺
本
よ
り
も
少
し
高
く
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
相

ま

っ
て
、
侍
臣
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
高

い
山
を
登

っ
て
い
こ
う
と
す
る
白
河
院
の

姿
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
38
～
42
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
の

都
合
で
こ
の
よ
う
に
集
団
化
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
賑
々
し
さ

が
表
現
さ
れ
る
と
と
も
に
、
構
成
が
単
純
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
主
役
の
45
が

引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
づ

に
も
見
え

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
限
ら
れ
た
天
地
の

絵
巻
画
面
で
は
表
し
き
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
画
面
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活

用
し
た
構
成
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

。
先
の
第
七
幅

一
段
目
右
の
場
合
は
、
絵

巻
と
掛
幅
で
の
時
間
に
関
す
る
表
現

の
相
違
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
空
間
に

関
す
る
表
現
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
東
寺
本
第
十
二
巻
第

一
段
お
よ
び
第
二
段
の
図
様
か
ら
浄
土
寺
本

第
七
幅
お
よ
び
第
八
幅
を
合
成
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
予
想
し

た
よ
り
以
上
に
原
図
に
近
い
合
成
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
論
ず
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
今
は
も
う
そ
の
余
裕
が
な
い
。
本
稿
は
図

版
編
お
よ
び
作
成
デ
ー
タ
の
記
録
編
と
し
、
そ
の
本
文
編
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期

す
こ
と
に
し
た
い
。

(注

)

1

渡
辺
昭
五

「
(解
説
)
尾
道
浄
土
寺
弘
法
大
師
絵
伝
と
他
大
師
絵
伝
の
比
較
」

『伝
承
文
学
資
料
集
成

第
十
五
輯

宗
祖
高
僧
絵
伝

(絵
解
き
)
集
』
三
弥
井

書
店
、

一
九
九
六
年
。

2

渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
八
幅
の
画
面
内
容
は
合
計
五
十

の

「弘
法
伝
の
説
話
」

に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
五
十
の
う
ち
十
五
は

誤
り
で
あ
る
。
例
え
ば
第
七
幅
と
第
八
幅
に
つ
い
て
は
、
第
七
幅
を

「博
陸
参

詣
」
、
第
八
幅
を

「高
野
臨
幸
」
に
比
定
し
、
二
幅
が
遮
続
す
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な
い
。

3

拙
稿

「弘
法
大
師
伝
絵
の
系
統
的
研
究
-
浄
土
寺
本
に
つ
い
て
ー
」
『鹿
島
美

術
研
究
』
年
報
第
14
号
別
冊
、

一
九
九
七
年
。

(付
記
)
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
浄
土
寺
と
東
寺
の
御
高
配
を
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
東
寺
宝
物
館

の
新
見
康
子
氏
、
京
都
国
立
博
物
館
の
若
杉
準

治
氏
な
ら
び
に
金
井
杜
道
氏
、
大
阪
大
学
文
学
部

の
大
橋
哲
郎
氏
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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OntheIllustratedHa血ging-Scrolls,"TheLifeofK6b6-Daishi"ownedbyJ6doji

Temple:Acaseofasetofhanging-scrollsproducedbythere-arrangement

oftheiconographyofasetofhand-scrolls.

Klf-111COSx10DE

Theillustratedbiographiesoffamousmonksandtheillustratedepisodesofthefoundationofto皿PIesand

曲es,aspa血tings,canberoughlydividedintotwocategories,namelyahanging-scrollformatorahand-

scrollformat.Soxneofthehanging-scrollsshowborrowingofthecompositionoffore-goingexamplesof

hand-scro皿fbmat,Imdviceversa.TheIllustratedhanging-scrollsof'ITheLifeofKobo-Daishi「 曾ownedbyJ6

do-jitemple(hithertorefe肛edtoasJodojiexample)isoneoftheexamplesofthefbrmercase.

ThepresentauthorpreviouslycomparedalleightscrollsoftheJodojiexamplewithseveralexamplesof

hand-scrollversion.Thisessay,inparticular,focusesontheseventhandeighthscrollsoftheJodojiexample.

Thesetwoscrollsmakeuponecontinuouscomposition,whichisfaithfultothatofthefirstandsecondchap-

terofthetwelfthhand-scrollof"TheLifeofKobo-Daishi"ownedbyTo-ji-temple(hithertoreferredtoasTo-

jiexample.)

InordertomakeacloseexaminationoftherelationshipbetweentheJodo-jiandTo-jiexamples,theauthor

usedthecomputerapplicationsoft,namedPhotoshop6.OproducedbyAdobe,andsuperimposedtheillustra-

lionof血eTo-jiexampleon出atoftheJodo-jiexampleon血ecomputerscreen.As血eresul仙eyoved叩ped

aElmostperfectly.Theintentionofthisessayistodiscusstheprocessoftheoverlappingasapartofthestudy

ofJodojiexample.
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「弘法大師絵伝」第7幅2段 目右上部分(浄 土寺臓)

 

1図1

1棚 当図1図1-2「 弘法大師行状絵詞」による合成図V

図2-1「 弘法大師絵伝」第7幅2段 目左部分(浄 七寺藏)

図2-1相 当

87

図2-2「 弘 法 大師行状絵詞」に よる合成図、1
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「弘法大師絵伝」第7幅(浄1二 寺藏)

 

1図3
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浄 上 寺,,・ 一 相 当図3-2「 弘 法 大師行状 絵詞」に 、kる合 成 図1
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図4-1「 弘 法大師絵伝 」第8幅(浄 ・土 寺藏)
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図4-2「 弘 法 大師行状絵 詞1に よる 合成 図II・ 浄 土 卑本第8幅1・ 目当
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図5「 弘法大師行状絵詞 」に よる合成図 田 ・浄 一ヒ寺本 第7幅]段U盲 部分相 当
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図

7

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞

第
十
二
巻
第
二
段

(東
寺
藏

33 32

36

40 39

図8-2「 弘法大師行状絵詞」に 図8-1「 弘法大師絵伝」第7幅
よる合成図岡 ・図8-1相 当4段 目左上隅部分(浄 土寺藏)
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35 3q

38 37
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図9-2 「弘 法大師行状絵詞 」による

合成図、厄 ・図9-1相 当 部分

図9-1 「弘法大師絵伝」第7幅

4段 目右部分(浄 土寺藏)
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図10-11弘 法 大師絵 伝」第7幅図10-2f弘 法大師絵 伝」第8幅

図11-11弘 法 大師絵伝 」第7幅2段 目右下部分(浄 圭寺藏)

11-1相 当図11-215ム 釜云フく口叩'f丁」ひく絵 言可」 脅こ よ る 省 厄更』凶 且V


